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ワークショップのまとめ～再整備のコンセプト

中野らしさ

サンプラザのＤＮＡ

新たなシンボル空間形成

グローバル化の視点

シビックプライド（都市や市⺠の誇り）醸成

新しい“NAKANO”をけん引

ユニバーサルデザインに

利便性向上 回遊性向上

交通円滑化

まちの課題を解決

中野の個性を活かす

新たな価値を⽣み出す

⽂化芸術発信

にぎわい・交流のハブ

安全・安⼼

公⺠連携による取組み

ユーザー起点のまちづくりまちのブランドづくり

サスティナブルに

憩い・集いの場

インクルーシブに

通勤・
通学者

住⺠
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開発
事業者
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【論点１】
交流とにぎわいの核となる
集客交流施設のあり⽅

【論点2】
平常時・⾮常時ともに機能する
広場空間のあり⽅

ワークショップのまとめ～導入機能 3

パブリック プライベート



大規模集客交流施設の比較検討

事項 ホール アリーナ

収容⼈数
2,000⼈〜5,000⼈席の固定席のホールを想定
（参考）中野サンプラザホール 2,222⼈

東京国際フォーラムホールＡ 5,012⼈

最⼤収容⼈数10,000⼈を想定
平⼟間周辺固定席 5,000⼈
平⼟間：可動席2,000⼈、⽴席5,000⼈

配置
• 4,000〜5,000⼈規模はアリーナとほぼ同じ施設規
模となり、配置は限定される。

• 2,000〜3,500⼈規模は配置の⾃由度が⾼くなる。
• 規模によって上部の建築物配置は制約される。

• 敷地内の⽴地は可能であるが、施設規模が⼤きく、
配置は限定される。

• 構造的に上部の建築物配置は不可。

主な利⽤
• コンサートや演劇などの公演
• 学会や株主総会などの⼤規模会議

• ⼤規模なポピュラー⾳楽のコンサート
• バスケットボールやボクシングなどスポーツ興⾏
• 企業の展⽰会や⾒本市

稼働⾒込
• 設営が省ける分、効率的な稼働が⾒込める。
• ⼀定の集客（来街者）が⾒込める。
• ライブ市場の裾野が広く、需要がある。

• 設営時も稼働に算⼊できるが、公演⾃体は減る。
• 公演の有無により集客（来街者）の差が⼤きい。
• 多⽤途利⽤により⼀定の稼働が⾒込める。

⺠間所有
事例

• サントリーホール 2,006⼈
• オーチャードホール 2,150⼈
• 東京ドームシティホール 2,471⼈

• （仮称）ぴあアリーナ 約10,000⼈
• （仮称）有明ガーデンシティイベントホール

約8,000⼈

最⼤収容⼈数
※平⼟間型は平⼟間に座席を配置した場合

劇場型
舞台に向かって座席が配置されている施設

平⼟間型
平⼟間を囲って座席が配置されている施設

2,000⼈〜5,000⼈ ○ △
5,000⼈〜10,000⼈ × ○（概ね7,000⼈以上）

１．収容⼈数と施設形状による可能性検討

２．⼤規模集客交流施設配置の検討
上記のうち、2,000⼈〜5,000⼈規模の劇場型施設（ホール）、7,000⼈〜10,000⼈規模の平⼟間型施設（アリーナ）につい

て、下記の事項を整理し、中野駅新北⼝駅前エリアに配置した場合の検討を⾏っている。

劇場型の場合、施設⾯や事業性を考慮すると5,000席までが限度となる。⼀⽅、平⼟間型の場合、他の事例からすると
2,000⼈〜5,000⼈は⼀般的な体育館か展⽰ホールのイメージとなり、⾳楽興⾏というより他の⽤途が主体となる。
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ホール（2000~5000⼈ 固定席型） アリーナ（7000~10000⼈ 平⼟間型）

ホール・アリーナの利用イメージ

コンサート仕様 スポーツ仕様(バスケットボール) 展⽰場仕様全席固定席の場合
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■中野サンプラザ
・ポップスコンサート(ハロプロ,⼭下達郎など)
・⼦ども向け舞台ショー
・式典（⼊学式・⼊社式など）

■東京ドームシティホール
・ミュージカル(2.5次元ミュージカルなど)
・格闘技（ボクシングなど）
・ポップスコンサート(AKBソロなど)

利⽤例（2018年実績）

レイアウト例

■⽇本武道館
・ポップスコンサート(マライアキャリー,福⼭雅治など)
・スポーツイベント（新⽇本プロレスなど）
・スポーツ⼤会（柔道,ダンスなど）
・式典（⼊学式など）

■横浜アリーナ
・ポップスコンサート(ゆず,AKB48など)
・スポーツ⼤会（世界バレー,ボクシング）
・アイスショー
・式典（成⼈の集い,企業式典など）
・物販イベント

利⽤例（2018年実績）

レイアウト例

⼀部可動席の場合



中野駅

中野四季の森公園

新
区役所

集客交流施設
ゾーン

中野四丁⽬
新北⼝
⻄エリア

多機能
複合施設
ゾーン

広場等の公共空間配置イメージ（案）

平常時

広場空間を連続的に配置すること
により賑わい・交流の軸を形成
・⽇常的な憩い、交流空間
・賑わい、イベント空間
●新北⼝駅前エリア内広場
・集客交流施設前の広場
・中野五丁⽬へつながる広場空間

⾮常時 広域的な災害対策拠点
周辺エリアを含めた避難空間

平常時

⼀体的な空間利⽤により、まちの
ゲートウェイ機能を拡充
●駅前広場
・駅利⽤者の歩⾏者空間
●敷地内広場
・再開発エリアのアプローチ

⾮常時 帰宅困難者の⼀時滞留
交通・災害情報の発信拠点

駅前歩⾏者空間ゾーン

地域交流空間ゾーン
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連携軸の
形成

凡例

公園

敷地内広場

駅前広場（歩⾏者空間）

 公共施設

 ⺠間施設

敷地内広場

駅前広場

新北⼝駅前エリア内
広場

広場等の公共空間配置イメージ（案）

駅前歩⾏者空間ゾーン イメージ
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駅前広場
（公共施設）←

敷地内広場
→（⺠間施設）


